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は じ め に

本市は、平成１７年３月２２日、天王町、昭和町、飯田川町が合併し 「潟上市」、

として新たな歩みをしている。本市は県都秋田市の隣市で、合併前の旧天王町は秋

田市のベッドタウンとして人口が増加していたが、合併後５年を経過して減少に転

。 、 。じている それに伴って少子化の進行等により 年少人口が減少傾向となっている

このような中で、本市の児童生徒数は確実に減少してきており、児童生徒の教育

条件、教育環境、学校運営等に様々な影響を及ぼしてきている。

また、潟上市の学校教育は「特色ある学校づくりと創造的な教育課程を通して、

幅広い視野に立って柔軟に考え、郷土を愛し、思いやりの心をもって、自ら行動で

きる子ども｣の育成を目指しており、そのためにも、児童生徒にとってより良い教

育環境の整備や教育施設の充実を図っていかなければならない。

これらの課題解決に向けて 「潟上市立小中学校の適正規模の確保」を目指し、、

その考え方や今後の取り組みについて、潟上市教育委員会の基本的な考え方をまと

めたものである。

（Ｐ１０ 別紙１ 参照）１．小中学校の児童生徒の現状と見通し

（１）小中学校の現状

現在、市立小中学校は、小学校が７校、中学校が３校あり、平成２１年５月１

日現在の児童生徒数は小学校児童数１，８８５人、中学校生徒数１，０８９人、

合計２，９７４人となっている。これを平成１７年５月１日の児童生徒数と比較

、 ， 、 （ ． ）、すると 小学校児童数は２ １０９人に対し ２２４人の減少 △１０ ６％

中学校生徒数は１，０８４人に対し、５人の増加（０．５％ 、合わせて２１９）

人の減少（△６．９％）となっている。

このことから、総人口も減少してきているが、少子化が確実に進んでいること

が分かる。
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（２）今後の児童生徒数の予測

平成２１年５月１日現在の本市人口は３５，２９１人で、旧天王町では増加し

ていた人口も合併を期にわずかな減少が続いている。

平成２１年５月１日時点での児童生徒数と未就学児の人数を基に将来推計する

と、平成２７年５月１日では、小学校児童数は１，５７３人で、３１２人の減少

（ ． ）、 、 （ ． ）、△１６ ６％ 中学校生徒数は９０８人で １８１人の減少 △１６ ６％

合わせて４９３人の減少（△１６．６％）となっており、その後も減少が続く見

込みである。

このことは、小学校においては単純に推計児童数を７校で割り返すと、１校が

減少する数に相当する。

．学校の適正規模２

（１）学校規模による課題

学校規模の大小による学校教育への影響については、教育効果や学校経営の観

、 。点から様々な課題が指摘されているが 一般的に次のようなことが言われている

小規模校では、きめ細やかに指導の手が入り、親近感あふれる学校経営を進め

やすいこと、施設・設備が余裕を持って利用できるなどの利点がある反面、多く

の友だちとともに多様なものの見方、考え方を学んだりする機会が少なくなり、

特に１学年１学級の単学級になると、クラス替えがないため、子ども同士のかか

わりが固定化したり、学校行事や部活動などの教育活動に制限がでる可能性があ

る。

一方、大規模校では、多くの友だちや教職員との出会いや交流により人間関係

を広げ、切磋琢磨することで、社会性が育ちやすいなどの利点がある反面、体育

館や特別教室などの利用の制限を受け、校外学習の活動内容や安全面などで様々

な支障が生じる可能性がある。
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（２）学校規模等と法的基準

① 学校規模について

学校規模は、学校教育法施行規則第４１条において 「小学校の学級数は、、

１２学級以上１８学級以下を標準とする。ただし、地域の実態その他により特

別の事情のあるときは、この限りでない 」と規定されている（同規則第７９。

条により中学校についてもこの規定を準用 。また、秋田県の「あきた教育新）

時代創成プログラム （平成１６年１２月策定）では、小学校で１学年２～３」

学級、中学校では２～４学級を標準的な学校規模としている。

また、旧文部省助成課資料「これからの学校施設づくり （昭和５９年）で」

は、次のとおり学校規模を学級数で分類している。

学校規模 過小規模 小規模 適正規模 大規模 過大規模統合の場合の適正規模

学級数 以上1~5 6~11 12~18 19~24 25~30 31

② 学級編制について

学級編制の標準については 「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数、

の標準に関する法律」第３条で、１学級４０人、複式学級の編制基準は、小学校

１６人（第１学年の児童を含む学級にあっては８人 、中学校は８人となってい）

る。

③ 通学区域について

学校教育法施行令第５条第２項において 「市町村の教育委員会は、当該市町、

村の設置する小学校又は中学校が２校以上ある場合においては、就学予定者の就

学すべき小学校又は中学校を指定しなければならない 」と規定し、これを受け。

て、市町村の教育委員会は通学距離、通学時間、地理的条件、地域の意向や歴史

的経緯などを踏まえ、通学区域を定めている。また 「義務教育諸学校等の施設、

費の国庫負担等に関する法律施行令」第４条において、小学校はおおむね４ｋｍ

以内、中学校は６ｋｍ以内となっている。
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（３）本市の実情に即した適正規模

学校の規模は、そこで展開される教育活動や児童生徒の学校生活を左右する重

要な条件の一つであり、また、児童生徒が様々な人間関係を体験することにより

豊かな人間性や社会性、思いやりの心を育てていく役割が期待されている。

このことを踏まえ 「潟上市学校教育環境適正化検討委員会 （委員長 石黒俊、 」

郎）の答申を尊重し、本市の学校の規模については、１学級の児童生徒数が３０

人程度、小学校では１学年２～３学級、中学校では１学年２～４学級が望ましい

規模とする。

なお、許容できる範囲として本市小学校の１１学級以下の学校においても、各

学校の努力や創意工夫により教育水準を維持しながら学校経営がなされており、

今後も全市的に児童生徒の減少が見込まれることなどを考慮し、許容できる学校

規模の範囲を以下のとおりとする。

１学年１学級であっても、適切な数の集団を編制できる学級規模が維持される

ならば、少人数学級の利点を し、教育環境のマイナス面を小さくすることは活か

可能と考えられる。現在でも児童数によっては１学級２０人で学級編制をする場

合もあり、これらを勘案すると、少なくとも１学級２０人程度（４人×５グルー

プ）の児童数が望ましいと考えられる。したがって、小学校の下限を６学級とす

ることとする。

中学校においては、大人になる過渡期にあり、友だちと切磋琢磨しながら、多

くの体験を通じて成長する場が必要であり、生徒の自立、たくましく生きる力を

育成する上でも集団の固定化は避けるべきであり、クラス替えが可能な１学年２

学級（生徒数４１人～８０人）が教育環境のマイナス面を小さくすることが望ま

しいと考えられる。したがって、中学校の下限を６学級とすることとする。
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３．学校の適正配置

（１）学校の適正配置の方法

学校の適正配置の具体的な方法としては、通学区域の変更・学校の統廃合が考

えられ、適正規模の安定的な確保とバランスの取れた学校配置を基本として、児

童生徒数の推計、通学距離、通学時の安全性、地理的条件、地域社会との関わり

など十分考慮しながら対応していく必要がある。

（２）適正配置の基本的な考え方

具体的には、次の考えを基本として学校の適正配置に取り組むこととする。

①学校規模が６学級に満たない学校は、近接の学校との統合を基本として、適

正化を図ることとする。

②学級数が６学級の学校については、通学区域の状況、隣接校との距離、地域

の特性、将来の動向などを見極めるとともに、校舎の老朽改築時期も考慮し

て、統廃合や通学区域の変更等について検討を行い、学校規模の適正化を図

ることとする。

４．適正規模化に向けた今後の対応

適正規模化に向けた取り組みは、学校が地域との連携・交流の場として地域コ

ミュニティの醸成に果たしてきた役割や、歴史的経緯・地理的条件といった地域

事情に十分配慮し、緊急性を見定め慎重に行うことが望ましく、地域の特性や将

来の動向を見極めながら段階的に取り組みを進めていくこととする。

5



児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 70 2 76 2 77 2

２年生 83 3 78 2 73 2

３年生 72 2 94 3 73 2

４年生 81 3 70 2 76 2

５年生 83 3 83 3 78 2

６年生 73 2 72 3 94 3

計 462 15 473 15 471 13

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 36 1 35 1 31 1

２年生 51 2 40 1 20 1

３年生 44 2 51 2 34 1

４年生 61 2 36 1 35 1

５年生 55 2 51 2 40 1

６年生 44 2 44 2 51 2

計 291 11 257 9 211 7

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 27 1 11 1 14 1

２年生 29 1 16 1 15 1

３年生 16 1 23 1 22 1

４年生 25 1 27 1 11 1

５年生 23 1 29 1 16 1

６年生 26 1 16 1 23 1

計 146 6 122 6 101 6

平成２７年度平成２１年度 平成２４年度

出戸小学校
　１学級２０～４０人編制が維持でき、少人数学級の利点
が活かせる。

　１学級２０人前後の編制が維持でき、少人数学級の利点
が活かせる。

平成２１年度
学年

平成２７年度

  ５．市立小中学校の将来的な見通し

平成２４年度

東湖小学校

学年

　適正規模を維持。天王小学校

平成２１年度 平成２４年度
学年

平成２７年度
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児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 75 3 55 2 54 2

２年生 54 2 67 2 44 2

３年生 72 2 62 2 54 2

４年生 57 2 75 2 55 2

５年生 64 2 54 2 67 2

６年生 66 2 72 2 62 2

計 388 13 385 12 336 12

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 47 2 33 1 25 1

２年生 46 2 48 2 35 1

３年生 56 2 37 1 28 1

４年生 49 2 47 2 33 1

５年生 63 2 46 2 48 2

６年生 55 2 56 2 37 1

計 316 12 267 10 206 7

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 6 1 10 1 4 1

２年生 7 8 1 11

３年生 6 9 5

４年生 9 1 6 10 1
５年生 14 1 7 8 1

６年生 12 1 6 9 1

計 54 5 46 4 47 5

学年

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

１年生 33 1 28 1 31 1

２年生 36 1 40 1 33 1

３年生 42 2 33 1 36 1

４年生 41 1 33 1 28 1

５年生 44 2 36 1 40 1

６年生 33 1 42 2 33 1

計 229 8 212 7 201 6

1

1

豊川小学校

学年
平成２１年度

　現在は複式学級１、Ｈ２２は複式学級２となる。また、施設
の老朽化のため、速やかに大久保小学校との統合が望ましい。

平成２４年度 平成２７年度

1

1

平成２７年度
学年

平成２７年度平成２１年度

　１学級３０人前後の編制が維持でき、少人数学級の利点
が活かせる。

追分小学校 　適正規模を維持。

平成２１年度 平成２４年度

飯田川小学校
　１学級３０～４０人編制が維持でき、少人数学級の利点
が活かせる。

学年

大久保小学校

平成２４年度

平成２１年度 平成２４年度 平成２７年度
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■市内の中学校

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

１年生 100 4 106 3 97 3

２年生 130 4 106 3 112 3

３年生 120 3 99 3 88 3

計 350 11 311 9 297 9

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

１年生 145 5 118 3 111 3

２年生 113 3 119 3 105 3

３年生 130 4 110 3 116 3

計 388 12 347 9 332 9

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

１年生 116 4 99 3 86 3

２年生 106 3 121 4 89 3

３年生 129 4 100 3 104 3

計 351 11 320 10 279 9

平成２７年度平成２４年度平成２１年度

 羽城中学校 　適正規模を維持。

学年

天王南中学校 　適正規模を維持。

学年

天王中学校 　適正規模を維持。

平成２４年度平成２１年度

平成２７年度平成２４年度平成２１年度

平成２７年度

学年
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◆豊川小学校児童数の推移（Ｈ２１～Ｈ２７）

児童 学級 児童 学級 児童 学級 児童 学級

１年生 6 1 9 1 8 1 10 1

２年生 7 6 9 8 1

３年生 6 7 6 9

４年生 9 1 6 7 6

５年生 14 1 9 6 7

６年生 12 1 14 1 9 1 6

計 54 5 51 4 45 4 46 4

児童 学級 児童 学級 児童 学級

１年生 5 1 11 1 4 1

２年生 10 1 5 11

３年生 8 1 10 5

４年生 9 1 8 1 10 1

５年生 6 9 8 1

６年生 7 6 9 1

計 45 5 49 4 47 5

 ● 対象校の概況

 ６．喫緊の課題に対する対応

1

1

1

1

を見据えた教科学習、集団生活など総合的に判断して、豊川小学校
を大久保小学校に統合することとする。
　統合の時期は、複式学級が２クラスとなる 平成２２年４月１日
とする。

　学校規模が６学級に満たない豊川小学校について、老朽化が著し

1

1

学年

1 1

1

平成２２年度 平成２３年度

1

いため全面改築を検討してきた。
　しかし、児童数の急激な減少により複式学級となっており、今後
も現状の規模で推移すると見込まれることから、子どもたちの将来

　豊川小学校は、明治9年9月槻木小学校として創立、創立133年を
迎える、歴史と伝統ある学校で、豊川地区の拠点として地域のシン
ボルとなっている。
　しかし、近年の児童数が減少し、平成１７年には８３人いた児童
が平成21年には54人となり、２年３年が複式学級となっており、今
後も現状の流れで推移するものと推計される。

　また、校舎は昭和33年から37年の建設で老朽化が進み、危険校舎
となっており、教育環境の改善が急務となっている。

平成２４年度

1

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
学年

平成２１年度
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別紙　１

◇小学校

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

17 15 526 12 309 6 145 12 423

21 15 462 11 291 6 146 13 388

22 16 482 11 298 6 143 12 384

23 15 478 10 283 6 136 12 387

24 14 473 9 257 6 122 12 385

25 14 474 8 247 6 128 12 367

26 13 464 7 216 6 114 12 357

27 13 471 7 211 6 101 12 336

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

17 12 366 6 83 9 257 72 2,109

21 12 316 5 54 8 229 70 1,886

22 11 298 4 51 9 229 69 1,885

23 11 283 4 45 8 225 66 1,837

24 10 267 4 46 7 212 62 1,762

25 9 239 5 45 6 206 60 1,706

26 8 228 4 49 6 203 56 1,631

27 7 206 5 47 6 201 56 1,573

◇中学校

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

17 9 326 11 364 12 394 32 1,084

21 11 350 12 388 11 351 34 1,089

22 10 329 10 368 9 322 29 1,019

23 9 305 10 374 10 337 29 1,016

24 9 311 9 347 10 320 28 978

25 9 300 9 353 10 324 28 977

26 9 306 9 339 9 292 27 937

27 9 297 9 332 9 279 27 908

年度
天王小学校 出戸小学校 東湖小学校

小学校の合計大久保小学校 豊川小学校 飯田川小学校

市立小中学校の児童生徒の現状と見通し

中学校の合計
年度

天王中学校 天王南中学校 羽城中学校

(資料：住民登録人口）

追分小学校

年度
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別紙 ２

◇小学校児童数の推移（平成２１年５月１日現在）

学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数 学級 児童数

２１ 70 1,886 15 462 11 291 6 146 13 388 12 316 5 54 8 229

２２ 69 1,885 16 482 11 298 6 143 12 384 11 298 4 51 9 229

２３ 66 1,837 15 478 10 283 6 136 12 387 11 283 4 45 8 225

２４ 63 1,762 14 473 10 257 6 122 12 385 10 267 4 46 7 212

２５ 63 1,706 14 474 8 247 6 128 13 367 9 239 5 45 6 206

２６ 56 1,631 13 464 7 216 6 114 12 357 8 228 4 49 6 203

２７ 56 1,573 13 471 7 211 6 101 12 336 7 206 5 47 6 201

　

飯田川小学校天王小学校 出戸小学校 東湖小学校 追分小学校合計 大久保小学校
年度

豊川小学校

小学校児童数の推移

1400
1450
1500
1550
1600
1650
1700
1750
1800
1850
1900
1950

21 22 23 24 25 26 27

年度

人

系列1

学校別児童数の推移

0

100

200

300

400

500

600

21 22 23 24 25 26 27

年度

人

天王小
出戸小
東湖小
追分小
大久保小
豊川小
飯田川小
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別紙３

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

21 34 1,089 11 350 12 388 11 351

22 29 1,019 10 329 10 368 9 322

23 29 1,016 9 305 10 374 10 337

24 28 978 9 311 9 347 10 320

25 28 977 9 300 9 353 10 324

26 27 937 9 306 9 339 9 292

27 27 908 9 297 9 332 9 279

天王中学校 天王南中学校 羽城中学校

◆中学校生徒の推移(平成21年5月1日現在）

年度
合計

中学校生徒数の推移

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

21 22 23 24 25 26 27

年度

人

系列1

学校別生徒数の推移

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

21 22 23 24 25 26 27

年度

人

天王中
天南中
羽城中
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